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　行事予定　
　8月 8日　奉仕プロジェクト、
　　　　　 ロータリー財団、
　　　　　 米山記念奨学セミナー報告
　8月22日　上平公園にてラジオ体操
　　　　  　早朝例会（6:30～7:00）
　　　　　 （例会場・時間変更）
　8月29日　卓話　大塚崇行会員
　　　　　 （時間変更）
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　皆さん、こんばんは。会長挨拶をさせて頂きます。
　本年度初めての夜間例会です。皆様は、いかがお過ごしでしょうか
。先週の例会で、皆様にお身体ご自愛くださいともうしましたが、私
が今週はすっかり風邪を引いてしまいました。鼻声でお聞き苦しとこ
ろは、ご容赦ください。
　7月19日午前中に上尾市献血推進連絡協議会の総会に齋藤幹事が出席
しました。午後からは、私と齋藤幹事で島村穰上尾市長のところに名
誉会員の依頼文と年度計画書を持参しました。過密な日程の中、市長
に時間をさいて頂きました。市長との面会時間は、短い時間でしたが
上尾ロータリークラブの現状と奉仕活動について説明しました。2月の
拉致問題に関する大宮中央ロータリークラブとの合同例会についての
話の中で拉致被害者家族連絡会の飯塚繁雄会長が上尾市に在住のこと
もあり上尾市としても支援をし短波放送で話されたことをお聞きしま
した。面会の後、当然のことですが、まず自分がロータリアンである
ことは、ロータリークラブが世界に会員がどのくらいいて、日本、こ
の2770地区に何人いるか。また、どんな奉仕活動しているか説明出来
なければならないと感じました。
　続いて、上尾高校を訪問しました。7月上旬はテスト期間で、この時
期になりました。浦部光生校長先生、楡井勝彦教頭先生、インターア
クトクラブ顧問鈴木由美子先生に、上尾ロータリークラブの現状を説
明しました。また、インターアクトクラブの在校生の現状や、インタ
ーアクト交換研修により、韓国高校日本語教師研修生との交流会など
に参加して積極的に活動していることをお聞きしました。
　7月20日には、戸田市文化会館で奉仕プロジェクト部門セミナーがあ
りました。当クラブからは、奉仕プロジェクト担当諮問委員として大
塚信郎パストガバナー、社会奉仕委員会に尾花正明パスト会長、国際
交流委員会に大木保司パスト会長が参加されました。内容については
、セミナー報告でさせて頂きます。以上をもちまして、会長挨拶とさ
せて頂きます。本日も、よろしくお願いします
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上げるような例会運営が必要だということです。すなわ
ちクラブは素晴らしい奉仕活動、素晴らしい例会を開催
する必要あがるというお話しがありました。
　ロータリー創設時代も、４人の創設者のうち２人はす
ぐに退会しているということで、ロータリーを維持すると
いうのは、ロータリーができた当初から始まっていると
いうことだそうです。また入会３年未満の方の退会が非
常に多いということで、退会をどのように引き止めたらい
いかという話を伺いました。入会するときにオリエンテ
ーションを行っているかとか、入会後のフォローをしっ
かりされているか、女性会員を増やすことがそのクラブ
の増強につながっていくのではないか、というお話しを
されました。
　2015年までには世界で130万人、国内で10万人に
したい、という目標ですから、地区で３万３千人にしたい
ということを考えますと当クラブもこれからしっかりと活
動を行っていかなければならないのだと感じております。
増強についてのセミナー報告は以上です。
　続きまして今回、奉仕プロジェクト部門セミナーもあ
りまして、出席してきましたので私が報告させていただ
きます。全体会議の後、特別講演として全日空のグラン
ドホステスとして入社された方の講演がありました。そし
てそのあと分科会にわかれまして、職業奉仕委員会、社
会奉仕委員会、国際奉仕委員会という各部門のセミナ
ーがありました。奉仕プロジェクトの担当諮問委員は当
クラブの大塚パストガバナーですので、大塚パストガバ
ナーがご講演を行いまして、ロータリーの重要分野とは
どういうところか、平和と紛争予防、紛争解決、疾病と予
防、水と衛生、母子の健康、基本的教育と識字率の向上、
経済と地域社会の発展という重点分野がありますので、
これをいかに奉仕活動に結びつけていくか、RIの戦略も
含めましてご説明がございました。
　それから職業奉仕部門については、検事から見た企
業経営者の正義とはということで、公証人であられます
川口ロータリークラブの小高雅夫さんの講演がありまし
て、オリンパスの粉飾決算についてと、脱税関係につい
てどういう調査が始まるかというようなことを実際に体
験された細かいことを話されていました。
　社会奉仕委員会では各クラブの事例の発表が３つあ

り、委員会がありました。
　国際奉仕委員会では事例がたくさんありまして、当ク
ラブも実行中ですが、その事例についての報告がありま
した。
　国際交流委員会からのご案内として、10月19日・20
日に第12回日韓親善会義がソウルであります。それに
参加していただければというお話しがありました。
それから2014年３月に第４回日台親善会議がタイペイ
にて開催ということですが、韓国だけでなく台湾にも参
加いただきたいとお話しがありました。
　そして2014年６月１日から６月４日、オーストラリア・
シドニーの国際大会の話しがもう始まっておりまして、
国際大会については早い登録が必要のようです。早め
の登録の方が安い、事前の登録をぜひとも、地区のホー
ムページに掲載されておりますので、お願いいたします。
　それと皆さんにお配りした、「麻田機長と鳩、そして遊
覧飛行」というエピソードが今回の奉仕プロジェクトの
セミナーの中で行われた講演です。麻田メモリアルフラ
イトのエピソードが感動的でしたので紹介させていた
だきました。（ホームページをご覧ください）
http://nishitagaya.myswan.ne.jp/a_for_general
/05_enkaku/asada/asada_captain.htm
長くなりましたが、以上です。
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幹　事　報　告

　皆さんこんばんは。幹事
報告をさせていただきます。
◆本日までに前期の会費
の納入をお願いしておりま
した。まだ手続きされてい
ない方は速やかに納入の
ほどお願い申し上げます。
◆８月８日午後６時半より恵比寿亭で開催される島村
直前会長慰労会の出欠のお返事がまだの方、ご回答を
お願いします。
◆会長挨拶の中にもありましたが、７月19日（金）、上尾
市献血推進連絡協議会の総会にわたくし幹事・齋藤哲
雄が参加してまいりました。同日、上尾市長の表敬訪問、
上尾高校への訪問を関口会長と行ってまいりました。
◆７月20日（土）には奉仕プロジェクト部門セミナーが
行われました。ご参加いただいた方々、ありがとうござい
ました。
◆７月27日（土）にはロータリー財団部門セミナーがご
ざいます。こちらには関口会長とわたくし齋藤とで参加し
てまいります。
◆８月10日（土）、管理運営部門セミナーがございます。
こちらに参加予定の方は、ご参加のほどお願い申し上
げます。
◆８月11日（日）、第26回インターアクト年次大会が行

齋藤哲雄幹事

委員長報告
親睦活動委員会 樋口雅之会員（古賀委員長代理）

われます。こちらは上尾高校インターアクト部員13名が
参加予定ということでございます。
◆８月11日（日）、第26回インターアクト年次大会が行
われます。こちらは上尾高校インターアクト部員13名が
参加予定ということでございます。
◆2770地区よりフレッシュ高校生の社会体験プログラ
ム受け入れの依頼がきております。７月31日までに受け
入れできる会社がございましたら、わたくし幹事宛にご
連絡いただければと思います。対象高校は上尾橘高校
でございます。
◆８月１日（木）、会長挨拶にもあったように献血運動が
ございます。前回の例会の際に当番表をお渡ししてあり
ますので皆様方のご参加をお待ちしております。
◆８月１日の献血とあわせて、「打ち水大作戦」を展開し
ます。柄杓1,000本を購入し柄杓の底に上尾ロータリー
クラブのシールを貼りました。献血会場である上尾駅東
口前、階段前で打ち水をさせていただきながら、８月４
日午前10時に一斉に打ち水をしてくださいとお願いし
ながら、柄杓とチラシを進呈します。
◆本日の例会終了後、懇親会を開催いたします。ぜひご
参加のほどお願い申し上げます。

結婚・誕生祝い

誕生祝い　藤村　作会員
誕生祝い　大塚信郎会員
結婚祝い　吉野丈朗会員

　皆こんばんは。古賀委員
長にかわりまして懇親会の
ご案内をしようと思ってお
りましたが、ただいま齋藤
哲雄幹事からご案内いた
だきましたので同様の主旨
になります。皆様よろしくご参加のほどお願い申し上げ
ます。
 

★トピックス★

7月19日、関口会長と齋藤哲雄幹事が島村穰上尾
市長に表敬訪問しました。
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関口和夫会長

会長報告
高松南ロータリークラブから全国へということでご案内
がきているのですが、2013-14年度、マスウド・ソバハニ
さんというテヘラン生まれペルシア系アメリカ国籍の方
が会長になりました。会長が外国籍というのは全国的に
もあまり例がないのではないかと思われます。今年度の
クラブテーマが「ロータリーを愛しましょう、楽しみまし
ょう（Love and Enjoy Rotary)」ということで、ぜひ
Make-upにおいでくださいとのことです。
 委員長報告
会員増強維持委員会　大塚崇行委員長

　皆さんこんばんは。
６月１５日、前年度のうちに
早 と々会員増強維持部門
セミナーが行われ、関口会
長と２人で出席してまいり
ました。国際ロータリー
2520地区　塩釜ロータリークラブ桑原第１ゾーンコー
ディネーターの講演がありました。それとこの地区の会
長の実践報告がありました。今年度は渡邊ガバナーも
関口会長も会員増強を第一に掲げているということで、
国際ロータリーでは会員数を１３０万人に増やそう、日
本では会員数を１０万人に増やそうと目標を掲げてい
るようです。この地区では３、０００人という目標を掲げ
ています。女性会員を増やしていきましょうという話にな
り、世界では１５％の女性会員がいますが、日本では５
％にしかなっていないということです。あとは若いロータ
リアンを入れていきましょうということで、米山記念奨学
生やローターアクトにお声がけをして、ロータリー経験
者はロータリークラブの活動をよく知っているので、会
員増強につなげていきましょう、ということでした。
　今年度の活動方針として、部門委員長と副部門委員
長が４つ掲げていまして、第１が若い会員と女性会員の
増強をしましょう、第２がガバナー補佐と連携をはかっ
て会員増強策をたてましょう、第３が入会３年未満の会
員の集いを年２回行いますよ、第４として職業奉仕部門
として新しい職業分類に基づいた会員増強をしていき
ましょう、ということでした。
　あと前年度のRI会長のお名前をとった、「作次作戦」
 

がありまして、日本に限らず、クラブ内に推薦者がいなく
ても外部の方からの推薦でクラブの方でも認めていた
だくという方法です。上尾RCでもこの方法に賛同してお
り、会員増強につなげていきましょうということでした。
　あとは桑原さんという第１コーディネーターの講演会
がありまして、世代別のロータリアンのニーズを読み取
っていかなければならないと仰っていました。印象に残
った言葉では、熱心なロータリアンのお子さんは、なか
なかロータリーに入っていないということを仰っていま
した。ロータリー活動を一生懸命やっていると家庭に負
担がかかっていて、そのお子さんたちが入会したがらな
いそうです。一所懸命ロータリー活動をしていらっしゃ
る方は、次の世代にもロータリーについてちゃんと話し
ていかないと理解されないということでした。
　この地区での大宮西ロータリークラブ会長のお話が
ありまして、もとは42名だった会員が今年87名になった
ということで、会員増強の方法を話してくださいました。
大宮西ロータリークラブは上尾と同じ50周年を迎えた
わけですが、50周年にむけての会員増強ということで中
村直前会長のお話しでは、経営に関することなどの勉強
会を若いロータリアンを中心に30人くらいで開いて、ロ
ータリアンではない方も一緒に参加していただいて勉
強する、そうやって人数を増やしたということです。
　今年度の特徴としては、地区が予定している人数より
も参加者が多いということがありまして、このときも席が
足りず溢れるほどの人数が参加していましたので各会
ともセミナーへの参加率が上がっているのかなという印
象を受けました。以上です。
 
　会員増強維持部門セミナーに６月15日に私も出席し
てきました。まず世界のロータリアンのは２月28日現在
で、１２１万１８６８人という人数になっています。日本に
おいては３月末時点で、クラブ数が２２８５、会員数は８
万８２０８人ということです。2015年までには国内で10
万人にしたい、世界で130万人にしたいというのが目標
のようです。国際ロータリー2520地区の桑原パストガ
バナーのお話では、会員の満足度を上げることや、クラ
ブを活性化することが、ロータリーの会員増強につなが
るのではないか、ということでした。ロータリーが活動す
るうえでの重要性を、会員をクライアントとして満足度を


